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Ko.3Mo03では成立しない｡ ④ 図5に12時間にわたる抵抗変化の結果を示す｡ Eを零か
ら増加させる場合と,ETを越えてから減少させる場合では同じ電場が印加されていても緩
和によって到達する状態は異なる｡ ④ @ の抵抗の緩和は,いくつかの指数関数の和で表さ
れる(図3)｡図6に緩和時間の自然対数を (1-E/ET)/T に対してプロットした｡少な
くとも3つの成分があり,緩和は活性型であることがわかる｡ ④ 図7に,+側のET を越
えて戻るときの零電場での伝導度 o+と一側での0_の比を温度の逆数に対してプロットした｡
極性の違う電場の下での平均的な歪みかたの違いは温度によらないことがわかる｡
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